
















　第１節では、まず、真皮層に存在する epimorphin と同じファミリー分子である syntaxin-4が皮膚表皮細
胞に発現していることを確認し、この物質の細胞外への呈示の度合いを解析した。その結果、正常表皮細
胞に発現している syntaxin-4は epimorphin のように細胞から分泌・拡散されにくいものの、相当量が細胞
表面に提示されていることを見出した。さらに、初代培養細胞を用いた実験により、角化に伴う細胞内の
カルシウム濃度上昇が syntaxin-4の細胞外提示をさらに促進することも明らかにしている。第２節では、抗
体ならびに syntaxin-4の組換えタンパク質（細胞内での機能に必要な SNARE 領域および膜結合領域を除い
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CCE の構成成分やその成熟に必要な架橋酵素の発現増加を誘導し CCE の形成を促すことが定量的に示され




性中心の情報をヒントにして推定した syntaxin-4の当該領域（へリックス b の後方の６アミノ酸）を除いた
もの、この領域を epimorphin の活性中心領域へ置換したもの、ならびにこの領域の直前にグリシンを４個
挿入した syntaxin-4変異体の角化に及ぶす影響を解析した。その結果、これらの変異体は全て syntaxin-4の























文の内容を筆頭著者として２編の査読付き英語論文 （B.B.R.C. および Mol. Med.）、３回の国際学会、７回
の国内学会で自ら発表していることを確認し、著者自身の研究について意義・課題や周辺の最新情報につい
ても深く理解していることが分かった。審査委員会は、本論文の著者が今後独立して研究遂行する能力を有
し博士（理学）の学位を授与されるに足る資格を有するものと判定した。
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